
へんそくじよ

1952 年末引在線路キロ数， 111同数， 船舶数， 従業員数(年間I 2 着 色 白地に媒文字。(古池義雄)

平均) はっき.の とお りである。

線路総;百数キロ 16,11 0 km 

'rl1化 18:出1 1,059 " 
自社所有路線営業キロ 4,526 " 

総軌道延長 39,096 .. 

自社目rr布軌道延長 11 ,645 " 

ヰl阿波気後l民I ll1 857 両

'í11気闘刻tド 277 .. 

ディ ーゼノレ従気機I'>\I " Ii 2,051 .. 
答: 4,746 .. 

1'r iド 170,471 " 

耶業}fI Ili岡 4,782 .. 

必品。 348 隻

従業員 106，195 人

ニ ューヨー ク港tこ :tci\' 、てジャ ー γ 一市から ノース許可，イース

ト i"Jおよびハーレム河の諸地点までカー ・ アロ ー トが巡航され

ている。輸出貨物を列車から直接汽船へ積込む場合は，カー ・

アロ ート を使用 し ， カ ー ・ フロート上の:ct車から直接汽紛へ貨

物をU立込んでいる。ニュ ーヨーク 港内で 77 隻のカー ・ フ ロート

が巡航されており ， 241待問に貨車 3，400 阿の取扱い能力をも っ

ている。

主主E旅客列車としては，ニ ュ ーヨーク=γ カゴ聞に Lマソハ

ッ タゾ ・ リ ミ テ ッド l， ニ ューヨ -{l およびワシ ゾト γ=シカゴ

間に Lベゾシノレパニ 7 ・ リミテ ッ ド l，ワ γγ トン=シカ ゴ間に

L リパーティ ・ リ ミ テッド1 等の急行列車がilli転されている。
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(光延有三)

ペンストック (英) penstock 市水力発電所で水路の終端にあ

る水車と水平発泡俄の水車をìili絡する圧力管(水圧管)をしづ。

その発111所の落差に相当す

る 7.K圧をうけるから丈夫な

併進のものでなければなら

ないので， 主として鉄管が

用いられるい水鎚作用)。

ベソス ト ックは下方の部

分ほど~t~ 、水圧を受けるか

ら管の即日米も下方ほど I!l-< 1 '1 鉄小千谷発電所 主71<
なっている。また気11Rの変 Jji発電機JlJ ベンストヅタ

化による Ibi31仮収縮に よ っ て， 管の;!l: J/jするのを防ぐため， 管の

途中に特殊の継目が入れられている。これを エ キスパ γγ ョ

ン ・ ジョ イ γ トと いう。 さ らにベンスト ッ タは大量の水が疏 F

するから ， これによる変形を防 ぐため途中をコン クリート ・ プ

ロ'/ 1/ で |主l EE してし 、 る。(長岐約段)

へんせいじ ゅ んいひ ょ う 編成順位標 答率連結の順位を IYJ

確にするため， ー 「一

客王手の ßlU llî.i およ

び内部にjg出す

る擦をいう。

1 j訪日i場所

答率{lIlJ百i の両

端および答車内

部出入口の上部

へんそう 返送 (貨物の) 発駅に貨物を送り 返すこと。これに

はつぎfの ような 2 つの場合がある。

I いったん巡送に着手した貨物を，貸主の事由または天災

J;)fìtその他貸主の資によ らない事由で， 貨物を送り返す場合。

2 運送目的を終った払有貨車， 輸送用具等を発釈に返す場

合。(重森直樹)

へんそうし 伊 返送車 専用巡用の指定されている専用 1;'(事を

原発以へ， 常 fliiì!!Rの指定されている専属貨車を常備駅へ， キ士事

をその所属社総の接続駅へ， いずれも空事で返す場合を返送車

と Lづ。返送車は回送車の一部であって社事を除いては鉄道管

FJ!局の指示がなく と も ， 原発駅または常備駅へ自動的に回送す

るたてまえとなっている。(佐藤:r，t)

へんそくじようし牟 せん 変則乗車船 規定上いかなる もの

を指すかを明らかにしている ものはないが， 一般的に乗車券 ・

急行券 ・ 特別 2 等卒券 ・ 寝台券I~'II求後において ， その巡送契約

の内容の変更をする等級変更(上級乗換 ・ 下級乗換) ・極類変更 ・

乗越 ・ 方向変更 ・ 発駅変更 ・ 経路変更 ・ 区間j変更の包括的名称

として使用されている。

1 ~JlIJ乗車紛制度の必要性

旅客は旅行をするにさきどって， もっ とも適切な来事紛をす

るため熟慮して相当の来事券類の!U11求をすることが常態である

が，旅客の旅行が変転きわまりない社会における生活活動の手

段である以上， 当初の旅行目的に変更を生じ ， 衆lfi紛形態の変

更を要する湯合が起り得るため，このような事出発生の旅客に

対して禁事船距離，乗車時仕方向 ， 祭事船経~\!" 乗車船する列車・

汽船 ・ 自動車， 突事紛等級等について， 乗車券類商に表示され

たilli送条例と異なる条件に運送契約を変更する取扱制度が必要

である。

旅客が変更を希望する場合の変更形態は種々雑多であり，そ

のすべての形態に対してそのも とめに応ずることとするには，

l反敏制度をいちじるしく復雑化し，迅速・的確 ・ 公平な取扱が

JIJJせられないばかりでなく，旅客運賃 ・ 料金のほl悦， 不正察車

紛の手段として利用される結果をも招来することとなる。一方

Jj官等の希望する変更の形態については， 長年の沿革により類型

的に分類し得るので， そのもっとも量的に多い形態についての

み変更の取扱をする。

2 変則来事船の取扱主H斗

変貝IJ察111船の取扱については， 一般につぎの袈{斗をすべて具

備している場合であることを要する。

(1) 変更内容が運送契約として定められている純閣内の変更

であること 旅客の希望する変更内容が，変更の取扱をするむ

ね巡送約款中に規定されていること ， 方向変更 ・ 経路変更の場

合における既衆車紛区間への変更の ように，運送約款中にとく

に取扱をしないむねの規定がある場合には， 旅客が変更を希望

しても取扱をしない。

(2) 変更の請求は原 HlJ として通周期間内になされた場合であ

ること 旅客が変則乗車の前求をしたときが，まだ原乗車券の

通用 JIJJf日]内でなければならなレ。ただ取扱上原券が関連性の少

ない梁越についてのみは， 例外として通周期間経過後の継続乗

車船中でも l反放をする。

(3) 旅客の申込と鉄道係員の7ki.若があること 変貝IJ衆車船は

既存王I!送契約の変更であるから， 当然に契約当事者て'ある旅客

の申込とこれに対する鉄道の代表者である鉄道係員の承諾を裂

する。 こ の場合の承諾とは一般契約上の承諾とは， ややおもむ

きを巣にしており ， 承知l程度のもの と解すればよし 、。旅客が申
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